
































要約 

全国の 4歳ないし 6歳の幼児 2970 名を対象にアンケート調査を実施した結果から、5歳児

の時期に健診を実施することが妥当であると考えられた。その理由は次のごとくであった。 

①調査項目によって示される、社会性、友達関係、生活習慣、および精神発達に関する項

目に 4歳と 5・6歳の間に有意差が認められた。これらの領域は、幼児期に達成されること

が望ましく、この点から 5歳ないし 6歳児健診が妥当であると考える。 

②5 歳児において、微症状や非社会的行動などの問題と活動性、自発性、社会性・生活習

慣や精神発達、母子・父子関係、父母の心身状況と、最も広範囲な関連を有し、この時期

の健診の効果が期待できる。 

③5 歳児において、父親・母親の心身状態と②にのべた多くの調査項目が最も関連を有し

ている。この時期は父親の影響を受けやすいだけでなく、母親と子どもの心身の状態が一

番同調している。従って、5 歳児では乳幼児期のある関係の発達の頂点なしていると考え

られ、この時期に健診を実施すれば母と子の双方の保健指導や心の相談の効果が期待され、

また、母子関係の発達を援助するためのよい時期であると考える。 

④父親・母親の心身状態が互いに関連を有し、さらにそれが特に 5歳児の広範な心身状態

と関連を有している。従って、父・母・子の三者を視点に入れた家庭保健的立場の健診が

5歳児の時期に行なわれることが望まれる。 

本研究は心理社会的、発達的側面に関するものであるが、5 歳児前後はいろいろの立場で

健診の必要性が考えられる。こうした多目的な健診を指向し、実施につなげていく発想が

必要である。 


